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1. はじめに 
放送済みの番組を蓄積し、インターネットにより番組を

配信するサービスが増加している[1]。我々は、番組概要や

字幕のテキストを利用し、番組アーカイブから関連する番

組を検索するシステムを開発した[2]。システムでは、番組

アーカイブ内の番組概要の n-gram の頻度や、固有表現の

情報を利用している。しかし限られたアーカイブ内の情報

だけでは、世の中で注目されている事象が何であるのかを

考慮することができないため、ユーザが興味をもつ時事性

のある関連番組を検索結果の上位に提示できないことがあ

る。そこで、番組アーカイブ外の情報を用いて、注目され

ている語（注目語）を特定し、その有無により番組検索の

結果をリランキングすることを目指す。 
注目語を判断する代表的な方法に Web 空間の単語の頻

度を利用する方法やサーチエンジンのクエリ語を利用する

手法がある[3][4]。これらは、商用検索エンジンが提供す

る API を利用し、単語のヒット数やクエリ語の頻度を取得

している。しかし、番組検索のための単語の注目度に利用

するには、頻繁にデータベース中の大量の単語のヒット数

を取得する必要があり、各エンジンの回数制限などから、

API の利用は実用的には難しい。また多くのショッピング

サイトではユーザログを利用した商品の推薦が行われてい

る[5]。このようなユーザログを利用し、高頻度にアクセス

された商品の説明文から注目語を取得することが考えられ

る。ただし、このような方法が適用可能なのは、一定規模

のユーザログが得られるサービスに限られる。 
本研究では、誰もが容易に利用できる Wikipedia の記事

の変更頻度を注目度として用い、関連番組検索の結果をリ

ランキングする手法を提案する。Wikipedia の変更履歴を

利用する関連研究には、編集された複数の記事を比較する

ことで文圧縮のための学習コーパスを自動獲得する研究[6]
や、継続的な変更履歴を利用した記事の信頼モデルに関す

る研究[7]があるが、今回は、変更された内容については考

慮せず、ある期間の変更の頻度のみを注目度として利用可

能かどうかを検討する。 

2. 変更履歴に基づく注目度 

2.1 Wikipedia 変更履歴 

Wikipedia は世界中のユーザが自由に編集できるオンラ

イン百科事典であり、2010 年 8 月時点で、英語版で 337 万

件、日本語版で約 69 万件の記事が登録されている。これ

らの記事は、様々なユーザが加筆や修正を行いながら、作

成されている。変更された記事は記録され、誰でもすべて

の変更履歴を閲覧することができる。Wikipedia では、コ

ンテンツのクロールを禁じているが、その代替手段として、

各記事の内容を含め変更履歴の一括ダウンロードが可能で

ある。変更履歴は、XML 形式で記述されており、記事ご

との変更内容と時間、編集したユーザ名を取得することが

できる。 
本研究では、Wikipedia のタイトルごとに、変更頻度を

一定期間で集計し、その合計をタイトルの語の注目されて

いる尺度（注目度）として利用する。例えば、フィギュア

スケートの浅田真央選手と金妍兒（キムヨナ）選手の変更

履歴の推移（月単位）は図１のようになる。大きな試合が

ある 3 月、6 月、12 月など注目されている時期には、変更

の頻度が上昇する傾向がわかる。このように更新履歴から

得られる注目度を、番組アーカイブの情報のみから求めた

検索結果のリランキングに用いる。 

2.2 更新履歴のノイズ対応 

同一ユーザの頻繁な編集 
変更履歴には、同一 ID による短期間の集中的な書き込

みや、ユーザ間での編集合戦(Edit War)など、本来、注目度

としては複数回カウントすべきでないログが含まれている。

そのため、一定期間に集中する同一ユーザによる書き込み

を更新数から省く。今回は、1 日毎にユニークな編集ユー

ザ数をカウントすることにより、ノイズの除去を行う。 

保護期間の補完 
編集合戦や不正な更新が続くと、管理者により誰も編集

ができなくなる保護期間が設けられる場合がある。図１の

07 年 06 月から 11 月までが両記事ともに保護期間にあたる。

保護期間中の変更の頻度は０となるが、本来であれば多く

の変更が行われる可能性がある。そこで、保護期間の直前

と直後の平均を頻度とする補完措置を行う。 
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図１. 更新履歴の推移 
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3. 注目度を利用した番組検索結果のリランキング 

3.1 番組概要を利用した番組検索 

我々は過去に番組概要の類似性を利用した関連番組検索

手法を提案した[2]。手法では Okapi BM25 [8]に基づいた類

似度計算に固有表現の種類による重みを導入し、関連番組

の検索を行う。番組データベースの番組概要に出現する  
n-gram を ti 、その総数をＩとすると、クエリ番組 Q とデー

タベースのある番組 D の n-gram ベクトル間の関連性のス

コアは式(1)で求められる。Q，D の各要素 q(ti)，d(ti)は
BM25 に基づき式(2)(3)のように定める。Wne(ti)は固有表現

の種類（人物名、組織名、地名など）により決定する。 
 

 
 
 
 
 
 
M は番組アーカイブの番組数、m(ti) は tiを含む番組数を

示す。ε，ηはある番組概要の長さ、データベースに含ま

れる番組概要の平均の長さを示す。k1，k3，b は調整用のパ

ラメータである。 

3.2 更新履歴に基づく注目度の利用 

提案手法では、前節で説明した手法の固有表現による重

み Wne(ti)の代わりに、更新頻度に基づく注目度 A(ti)を重み

として利用し、注目度によるリランキングを行う。 
 

 
注目度 A(ti)は、各記事の更新頻度 freq(ti)をそのまま注目

度とすると、更新頻度の幅が大きいため、式(5)を用いる。 
 
 
Wikipedia の記事の更新では、人物名や組織名などのカ

テゴリの種類により、その傾向が異なる。そのため、更新

頻度をどの程度を考慮するかを定めるパラメータとして底

ｒを用いる。 

4. 動作実験 
提案手法の効果を確認するため、番組アーカイブの 9471

番組を対象に、注目度を利用した提案手法と、3.1 節で述

べた既存手法との比較を行った。クエリとした番組は、ド

ラマ（現代、時代劇）、スポーツ、報道番組の４種類を選

び、それぞれ 20 位までの関連番組を検索した。注目度に

利用する表現は人物名を対象とした。式(5)の底 r は２とし、

最新の２年の変更履歴を注目度として利用した。また、ベ

ースライン手法として、Okapi BM25（固有表現と注目度の

重み付与なし）と tf-idf 重みによるコサイン類似度を用い

た。 
評価手法には、DCG (Discounted cumulative gain) [9]を利

用した（４段階評価０-３）。実験の結果（表１）、提案

手法によるリランキングの結果が、すべての順位の DCG
で既存手法及びベースライン手法を上回った。これは、ユ

ーザが注目している番組が上位にランキングされたためと

考えられる。例えば、図２のクエリ「篤姫」（下線は人物

名）での結果では、「龍馬伝」や「そのとき歴史が動いた」

などの番組が提案手法によるリランキングで上位となった。

Wikipedia の更新履歴から得た「坂本龍馬」等の注目度に

より、これらの番組の順位が上昇したためと考えられる。 

5. まとめ 

更新履歴に基づく注目度による関連番組検索のリランキ

ング手法を提案した。評価実験の結果、Wikipedia の更新

履歴を利用した提案手法が、番組アーカイブの情報のみか

ら求めた検索結果を改善する可能性を示した。今後、注目

度に利用する変更履歴の期間を変更し、その動作の変化を

検証する予定である。 
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将軍・家茂の元に、上洛と攘夷実行を求めて京から勅使が
訪れます。・・・・和宮は家茂の身を案じて上洛に反対
し、後押ししたのが天璋院だと知って強い敵対心を抱きま
す。勝麟太郎を斬るためにやってきた坂本龍馬は、勝の進
歩的な考えに感銘を受け、弟子になりたいと志願します。 

図 2. クエリとした番組概要例 

 Proposed BM25+NE BM25 tf-idf 
DCG3 9.32 8.46 8.58 8.50 
DCG5 12.93 11.58 11.72 11.48 
DCG10 18.04 16.60 16.53 15.41 
DCG20 24.05 22.34 22.32 21.57 

表１. 各順位での評価 

 

図 3. 実験結果 
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